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Ⅲ 回答者の属性 

 

【地域別】                  【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢】                  【性・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（n=700）

東部

29.6%

中部

32.1%

西部

37.6%

無回答

0.7%

女性（n=371）

全体

70歳以上

60歳～69歳

50歳～59歳

40歳～49歳

30歳～39歳

20歳～29歳

18歳～19歳

男性（n=327）

3.8

10.8

12.4

19.4

15.4

17.3

20.8

53.0

0% 50% 100%

1.8

8.9

13.1

16.2

18.0

16.5

25.4

46.7

0%50%100%

（n=700）

18歳～19歳

2.9%
20歳～29歳

10.0%

30歳～39歳

12.7%

40歳～49歳

18.0%

50歳～59歳

16.6%

60歳～69歳

16.9%

70歳以上

22.9%

無回答

0.1%

（n=700）

男性

46.7%女性

53.0%

どちらにも

あてはまらない

0.3%

無回答

0.0%
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【婚姻状況】                  【子どもの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【職業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（n=700）

結婚している

（事実婚・

パートナーを

含む）

62.4%

結婚

していない

26.0%

結婚していたが、

離婚・死別した

11.6%

無回答

0.0%

（n=700）

正規社員

・職員

36.6%

非正規社員・職員

（パート、アルバイ

ト、契約社員含む）

22.3%

自営業（家族経営、

フリーランス含む）

9.3%

会社などの役員

2.4%

専業主婦・主夫

8.3%

学生

4.6%
無職

15.3%

その他

1.1%

無回答

0.1%

（n=700）

子どもが

いる

65.1%

子どもは

いない

34.3%

無回答

0.6%
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